
式の計算 ２・文字式の利用

２ 等式の変形

ß３３ 【№３３の後で学習ß補充問題】（１／５）

等式の変形

ß補充演習ß【１】

次の等式を［ ］内の文字について解きなさい。

(1) ３χ＋２ｙ＝５ ［χ］ (2) －５χ＋ｙ＝２ ［ｙ］

(3) Ｓ＝ａｈ ［ａ］ (4) ç＝ａ－πｒ ［ｒ］

２つの前処理 ○Ａ 解く文字を含む式が左辺になるように両辺を入れかえる

○Ｂ 分母を払う（両辺に，分母の最小公倍数をかける）

【考え方】２つの前処理（Ａ，Ｂ）をしてから，

①左辺が「積」の形のとき⇒不要な項で両辺をわる

ａｂ，ａ（ｂ＋ｃ）などの形

②左辺が「和」の形のとき⇒不要な項を右辺へ移項する

ａ＋ｂ，ａｂ＋ｃｄ，ａ－ｂｃなどの形

［答 案］

(1) ３χ＋２ｙ＝５ ［χ］ (2) －５χ＋ｙ＝２ ［ｙ］

(3) Ｓ＝ａｈ ［ａ］ (4) ç＝ａ－πｒ ［ｒ］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



式の計算 ２・文字式の利用

２ 等式の変形

ß３３ 【№３３の後で学習ß補充問題】（２／５）

ß補充演習ß【２】

次の等式を［ ］内の文字について解きなさい。

(1) ｃ＝ａ＋ｂ ［ａ］ (2) ３χ－ｙ＝６ ［ｙ］

(3) ａ＋２ｂ＋ｃ＝０ ［ｂ］ (4) ａ－ｂ－３ｃ＝０ ［ｃ］

(5) ｃ＝２ａ＋ｂ ［ａ］ (6) ç＝２πｒ ［ｒ］

(7) Ｖ＝２πｒ２ｈ ［ｈ］ (8) ａχ＋ｂｙ＝ｚ ［ｙ］

［答 案］

(1) ｃ＝ａ＋ｂ ［ａ］ (2) ３χ－ｙ＝６ ［ｙ］

(3) ａ＋２ｂ＋ｃ＝０ ［ｂ］ (4) ａ－ｂ－３ｃ＝０ ［ｃ］

(5) ｃ＝２ａ＋ｂ ［ａ］ (6) ç＝２πｒ ［ｒ］

(7) Ｖ＝２πｒ２ｈ ［ｈ］ (8) ａχ＋ｂｙ＝ｚ ［ｙ］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



式の計算 ２・文字式の利用

２ 等式の変形

ß３３ 【№３３の後で学習ß補充問題】（３／５）

ß補充演習ß【３】

次の等式を［ ］内の文字について解きなさい。

１ １
(1) ｍ＝ (ａ＋ｂ) ［ａ］ (2) Ｖ＝ πｒ２ｈ ［ｈ］

２ ３

１ ａ(ｒ－１)
(3) χ＝ (ａ＋２ｂ)［ｂ］ (4) ｂ＝ ［ｒ］

４ ３

［答 案］

１ １
(1) ｍ＝ (ａ＋ｂ) ［ａ］ (2) Ｖ＝ πｒ２ｈ ［ｈ］

２ ３

１ ａ(ｒ－１)
(3) χ＝ (ａ＋２ｂ) ［ｂ］ (4) ｂ＝ ［ｒ］

４ ３

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



式の計算 ２・文字式の利用

２ 等式の変形

ß３３ 【№３３の後で学習ß補充問題】（４／５）

ß補充演習ß【４】

次の等式を［ ］内の文字について解きなさい。

(1) ４χ－ｙ＝－３ ［ｙ］ (2) －２χ＋３ｙ＝５ ［χ］

ａ＋ｂ＋ｃ χ ｙ
(3) ｍ＝ ［ａ］ (4) ＋ ＝ａ ［ｙ］

３ ４ ６

１ ａχ
(5) χ＝ (２ａ－３ｂ) ［ａ］ (6) ｙ＝ ＋１ ［χ］

５ ３

【考え方】＊分数の答はすべて約分しておきます。

［答 案］

(1) ４χ－ｙ＝－３ ［ｙ］ (2) －２χ＋３ｙ＝５ ［χ］

ａ＋ｂ＋ｃ χ ｙ
(3) ｍ＝ ［ａ］ (4) ＋ ＝ａ ［ｙ］

３ ４ ６

１ ａχ
(5) χ＝ (２ａ－３ｂ) ［ａ］ (6) ｙ＝ ＋１ ［χ］

５ ３

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



式の計算 ２・文字式の利用

２ 等式の変形

ß３３ 【№３３の後で学習ß補充問題】（５／５）

ß補充演習ß【５】

次の等式を［ ］内の文字について解きなさい。

(1) Ｓ＝Ａ(２＋３ｒ) ［Ａ］ (2) Ｓ＝πç＋πｒ２ ［ç］

(3) ç＝２(ａ＋ｂ＋ｃ) ［ｂ］ (4) ０.５ａ(ｂ＋ｃ)＝ｄ ［ｃ］

ａ ｃ ３(χ＋ｙ)
(5) ＝ ［ｂ］ (6) ＝６ ［χ］

ｂ ｄ ４ａ

【考え方】(5) たとえば，２と３の最小公倍数は２×３＝６。

同じようにして，ｂとｄの最小公倍数はｂ×ｄ＝ｂｄ

つまり，両辺にｂとｄの最小公倍数のｂｄをかけて分母を払う。

［答 案］

(1) Ｓ＝Ａ(２＋３ｒ) ［Ａ］ (2) Ｓ＝πç＋πｒ２ ［ç］

(3) ç＝２(ａ＋ｂ＋ｃ) ［ｂ］ (4) ０.５ａ(ｂ＋ｃ)＝ｄ ［ｃ］

ａ ｃ ３(χ＋ｙ)
(5) ＝ ［ｂ］ (6) ＝６ ［χ］

ｂ ｄ ４ａ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




